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佐賀商業高等学校野球部は、第１０８回全国高等学校野球選手権佐賀大会において見事優勝し、甲子園大会への出場を決めました。選手の皆さ

ん、本当におめでとうございます。また、監督・コーチをはじめとする指導者の皆様、そして温かく見守り応援してくださった保護者の皆様、同窓生の皆様

に心より感謝を申し上げます。野球部の皆さんが勝ち取った優勝は、決して一朝一夕に成し遂げられたものではありません。日々の努力の積み重ねと、

仲間との絆、そして支えてくださる方々への感謝の気持ちが結実した結果であると思います。 

いよいよ全国の強豪が集う甲子園の舞台です。これまで培ってきた佐賀商業高校野球部の伝統と誇りを胸に、一戦一戦を全力で戦い、伸び伸びと 

プレーしてほしいと願っています。皆さんのひたむきな姿は全校生徒はもちろん、佐賀県民に大きな希望と感動を届けてくれることでしょう。全校生徒、教職員、同窓生、そし

て地域の思いを力に変え、「チーム佐商」として全国の舞台で大いに活躍してください。 

頑張れ、佐賀商業高校野球部！ 

令和 8年 7月２８日 

佐賀県立佐賀商業高等学校長 緒方 康二 

“今大会は調子があがらずチームに迷惑をかけてしまいましたが

大事な場面で打てたのはよかったです。主将として、個人の結果

よりもチームの勝利を最優先に考えるよう声をかけ、チーム一丸

となり一戦必勝で戦えたので優勝できたと思います。甲子園でも

自分達の持ち味を発揮して校歌を歌えるようにがんばります” 

“今大会を優勝できてとても嬉しい。厳しい試合もあったが、最後

まで勝利を信じた結果が優勝に繋がった。甲子園でもみんなで

全国制覇できるよう頑張りたい” 

“２年半の集大成でこのような結果を残すことができ、とても嬉し

いです。甲子園という夢の舞台でみんなでプレーできる事を楽し

み、今まで応援してもらった人達への感謝を込めてチーム一丸と

なって戦っていきたいです” 

“今大会では、失点しても焦らずに自分のピッチングを続けること

ができ、優勝することができてとても嬉しいです。 

甲子園では、自分のピッチングで攻撃に流れを呼び込み、試合に

勝って校歌を歌えるよう、一戦必勝で頑張ります” 
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佐賀商業の県大会戦績 

２ 回 戦 １０ － ０ 唐 津 東 

3 回 戦 ４ － １ 伊 万 里 

準 々 決 勝 ３ － ２ 嬉 野 

準 決 勝 ５ － ３ 早稲田佐賀 

決 勝 ４ － １ 北 陵 

 さがみどりの森球場にて行われた、北陵高校との決勝戦で勝利をおさめ見事優勝し、第１０８回全国高

等学校野球選手権大会に出場することが決定しました。佐賀商業高校の県大会優勝は８年ぶり１７回目

で、選手だけでなく応援に駆けつけた生徒や保護者、同窓生の皆様も喜びに沸きました。 

 初回から５番立花、７番野﨑のタイムリーヒットで３点を先制し、７回には代打川﨑のフォアボール・盗塁か

ら４番古川がタイムリーヒットで追加点を挙げました。守備では投手溝口が要所を締め、９回の北陵の反撃

も１点に抑え終始優勢に試合を進めることができました。野球部の皆様、本当におめでとうございます！！ 

〒840-0804 

佐賀市神野東 4-12-40 
電話 0952-30-8571 
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【古川颯人(3年) 主将・遊撃手】 

【立花孝紀(3年) 捕手】 

“皆様のおかげで 8 年振りの優勝を収めることができました。本当に感謝しかありま

せん。応援ありがとうございました。歴史と伝統ある佐賀商業野球部の誇りを胸に全

力で戦います。チーム佐商として、甲子園で校歌を歌うことを目標にまずは一勝を目

指します。皆様のご協力、ご支援、大きな声援が選手の力になります。よろしくお願い

します” 

【東條陽大(3年) 投手】 

【池原丞一郎(3年) 中堅手】 

“小さい頃からの夢だった甲子園出場をみんなで実現でき、とて

もうれしいです。応援してくださる皆さんへの感謝を胸に、全国の

舞台でも自分たちらしく頑張ります” 

【吉冨俊一 監督】 

【溝口童夢(3年) 投手】 


